
第８期介護保険事業計画「取組と目標」に対する自己評価シート

市町村名 大野市

所属名 健康長寿課

区分 現状と課題
第８期における
具体的な取組

目標
（事業内容、指標等）

実施内容 自己評価 課題と対応策

➀

・少子高齢化により、高齢者を支
える人材が不足している。

・高齢者が住み慣れた地域で生
活を送れるよう、地域の実情に応
じた住民主体の支え合い・助け
合いの推進が必要。

・第２層協議体設置の推進
第２層協議体設置数　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　R３　　　R４　　　R５　
・設置地区(箇所)　　　８　　　　８　　　　８

１地区で設置に向けて住民勉強
会開催

R４末設置数　　７箇所

○

・コロナ禍の中、感染対策を行いなが
ら勉強会を開催した。

・全８地区での開催を目指すが、事業
内容がわかりにくいこと、すぐに結果
がでる事業ではないことから、時間を
かけて継続的に取り組む必要があ
る。

➀

・閉じこもりがちな高齢者が増加
しており、交流の場の必要性が
高まっている。

・社会参加を促し、健康づくりなど
の介護予防が行える身近な場所
の確保が必要.

・ふれあいサロンの実施

ふれあいサロンの実施箇所及び参加人数
　　　　　　　　　　　　　R３　　　R４　　　R５
・実施箇所(箇所)　　８０　　　８０　　　８０
・延べ参加人数　　13,440　13,440　13,440　　
　　　　　　　(人)

・実施箇所数　　　　６２箇所
・延べ参加人数　　９，５５５人 ○

・高齢者が集うサロンにおいて、意図
的な介護予防の取り組みとして、ご当
地体操の普及を図っているが、今後
も運動を継続する取り組みを増やす
必要がある。

・今後は、新規参加人数の推移を調
査し、サロンの普及と介護予防の取り
組みを図る。

➁

･ケアマネジメントについて、事業
所内外でのケース検討は行って
いるが、利用者の自立支援に資
するケアプランの作成や困難事
例への対応に苦慮している。

・地域ケア会議の推進
・ケアプラン点検を実施

地域ケア会議（個別会議）の開催
　      　　　　　　　　　R３　　　R４　　　R５
　・開催回数（回)　　　４　　　　４　　　　４

ケアプラン点検の実施
　　　　　　　　　　　　　R３　　　R４　　　R５
　・点検数　(件)　　１００　　１００　　１００

・地域ケア会議実施回数　３回

・ケアプランの点検数　５５件
○

・困難事例への対応で手一杯のケア
マネジャーが多く、自立支援に目を向
けたプランの作成に至っていないた
め、今後も地域ケア会議及びケアプ
ラン点検を継続する。

※「介護保険事業（支援）計画の進捗管理の手引き（平成３０年７月３０日厚生労働省老健局介護保険計画課）」の自己評価シートをもとに作成

第８期介護保険事業計画に記載の内容 R４年度（年度末実績）


